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新
春
賀
詞
交
歓
会
が
一
月
二
十
日(

金)

に
長
崎
忍
秋
葉
区
長
、
市
議
会
議
員
は
じ

め
・
関
係
団
体
の
方
々
を
ご
来
賓
に
お
迎

え
し
、
大
勢
の
会
員
事
業
所
か
ら
ご
参
加

い
た
だ
き
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 第

一
部
の
新
春
講
演
会
で
は
、
星
田
副

会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
道
の
駅

た
が
み 

駅
長 

馬
場
大
輔 

様
よ
り
「
道

の
駅
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
～
道
の

駅
た
が
み
の
取
組
み
に
つ
い
て
～
」
と
題

し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

           

講
演
会
終
了
後
、
会
場
を
中
央
町
「
割
烹

三
五
郎
」
に
移
し
、
第
二
部
の
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
、
山
口
会
長

は
、「
昨
年
、
一
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
の
賀
詞

交
歓
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
本
日
は
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

特
に
昨
年
は
、
直
前
ま
で
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
明
け
に
感
染
者

数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
急

遽
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
迷
惑
を

か
け
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

本
年
は
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
密
に
な

ら
な
い
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
座
席
配
置
で
、

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

会
員
が
一
堂
に
会
し
交
流
を
深
め
る
場

と
し
て
重
要
な
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、

情
報
交
換
等
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
ま
し
て
、
商
工
会
の
事
業

も
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。 

商
工
ま
つ
り
が
三
年
続
け
て
中
止
に
な

り
、
総
会
も
本
年
度
は
折
箱
と
飲
み
物
を

持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
人
が
集
ま
る

催
し
は
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。 

一
方
で
、
昨
年
度
に
続
い
て
、
新
潟
市
の

助
成
金
を
活
用
し
た
飲
食
関
係
店
応
援
事

業
や
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
商
店
街
を
装
飾
し
た
年
末
年

始
大
売
出
し
な
ど
を
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
。 ま

た
、
事
業
所
支
援
と
し
て
は
、
国
の 

事
業
復
活
支
援
金
、
県
や
市
の
助
成
金
や

協
力
金
な
ど
の
申
請
支
援
の
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
対
応
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

今
後
も
コ
ロ
ナ
渦
を
見
据
え
て
、
各
種

施
策
を
活
用
し
た
支
援
活
動
を
今
ま
で
以

上
に
強
化
し
、
き
め
細
か
く
寄
り
添
っ
た

『
伴
走
型
支
援
』
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。 個

社
そ
の
も
の
の
経
営
が
良
く
な
っ
て

こ
そ
地
域
が
活
気
づ
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
商
工
会
は
、
会
員
企
業
に

効
果
的
な
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
理
解

ご
協
力
と
新
潟
市
並
び
に
関
係
機
関
・
関

係
団
体
の
各
段
な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
商
工
会
は
、
会
員
企
業
に

効
果
的
な
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。」
と
新
年
の
挨
拶
を
行
い
、

出
席
者
に
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 

    

             

財
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
令
和
五

年
十
月
一
日
か
ら
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
事

２月の 

花 
 
梅 
 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 
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イ
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小
須
戸
商
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春
賀
詞
交
歓
会
を
開
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業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
税
制
改

正
（
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
四
年
度
補
正
予
算
で
各
種
補
助

金
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。 

小
規
模
事
業
者
向
け 

【
納
税
額
の
減
免
】 

 

免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
に
な
っ
た
場
合
の
税
負
担
・
事
務
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
売
上
税
額
の
二
割

を
納
税
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

〈
対
象
者
〉 

免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
に
な
っ
た
方
（
二
年
前
（
基
準
期
間
）

の
課
税
売
上
が
一
，
〇
〇
〇
万
円
以
下
等

の
要
件
を
満
た
す
方
） 

〈
対
象
と
な
る
期
間
〉 

令
和
五
年
十
月
一
日
～
令
和
八
年
九
月
三

十
日
を
含
む
課
税
期
間 

※
個
人
事
業
者
は
令
和
五
年
十
月
～
十
二

月
の
申
告
か
ら
令
和
八
年
分
の
申
告
ま

で
対
象 

〈
メ
リ
ッ
ト
〉 

・
消
費
税
の
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、
通

常
、
経
費
等
の
集
計
や
イ
ン
ボ
イ
ス
の

保
存
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
特
例

を
適
用
す
れ
ば
、
所
得
税
・
法
人
税
の
申

告
で
必
要
と
な
る
売
上
・
収
入
を
税
率

毎
（
八
％
・
一
〇
％
）
に
把
握
す
る
だ
け

で
、
簡
単
に
申
告
書
が
作
成
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

・
事
前
の
届
出
も
不
要
で
、
申
告
時
に
適
用

す
る
か
ど
う
か
の
選
択
が
可
能
で
す
。 

【
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金 

補
助
額
の
上
乗
せ
】 

 

免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
に
登
録
し
た
場
合
、
補
助
上
限
額
が
一

律
五
〇
万
円
加
算
さ
れ
ま
す
。 

〈
対
象
者
〉 

小
規
模
事
業
者 

〈
補
助
上
限
〉 

五
〇
～
二
〇
〇
万
円 

（
補
助
率 

三
分
の
二
以
内
） 

 
 
 

一
〇
〇
～
二
五
〇
万
円 

（
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
で
五

〇
万
円
プ
ラ
ス
） 

詳
し
く
は
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
確 

認
く
だ
さ
い
。 

今
年
も
小
須
戸
商
工
会
と
小
須
戸
青
色

告
会
共
催
で
、
税
理
士
に
よ
る
決
算
申
告

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

無
料
で
す
の
で
是
非
、
ご
利
用
下
さ
い
。 

◎
日 

時 

令
和
五
年
三
月
一
日(

水)

、 

三
月
六
日(

月
）、
三
月
十
三
日(

月
） 

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時 

◎
会 

場…

小
須
戸
商
工
会
館 

◎
相
談
員…

関
東
甲
信
越
税
理
士
会 

新
津
支
部 

派
遣
税
理
士 

川
村 

巧
磨 

先
生 

☆
ご
相
談
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

商
工
会
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。 

☆
原
則
、
事
業
所
得
等
の
決
算
書
が
完
成

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

◇
令
和
四
年
分
確
定
申
告
・
納
付
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

・
所
得
税 

令
和
五
年
三
月
十
五
日(

水)  

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税  

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日(

金)  
 

※
振
替
納
税
ご
利
用
の
場
合
、
所
得
税
の

振
替
日
は
四
月
二
十
四
日(

月)

、
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
振
替
日
は
四
月
二

十
七
日(

木)

で
す
。 

※
か
わ
ら
版
一
月
号
で
も
ご
案
内
い
た
し

ま
し
た
が
、
当
会
へ
確
定
申
告
の
相
談

指
導
を
依
頼
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
告
に
必
要
な
書
類
と
一
緒
に
お

知
ら
せ
ハ
ガ
キ
（
又
は
通
知
書
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

※
確
定
申
告
に
伴
い
、
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
や
社
会
保
険
料
払
込
額
証
明
書
、

生
命
保
険
料
の
払
込
額
証
明
書
な
ど
各

証
明
書
関
係
が
関
係
機
関
か
ら
発
送
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
書
類
は
、
確
定
申
告
を
電
子 

申
告
す
る
場
合
で
も
必
ず
保
管
が
義
務
付 

け
ら
れ
て
お
り
、
商
工
会
で
確
定
申
告
の 

代
理
送
信
を
行
う
際
に
も
必
ず
必
要
で
す
。 

こ
れ
ら
の
証
明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ 

た
方
は
、
各
機
関
に
電
話
に
よ
る
再
発
行

の
手
続
き
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
再
発
行
に
は
数
週
間
お

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

商
工
会
費
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
か

ら
毎
年
四
回
に
分
け
て
口
座
振
替
等
で
納

入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四
年
度
分
第
四

回
目
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
次
の
日
程

で
口
座
振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
口
座
振
替
日
】 

 

令
和
五
年
二
月
十
七
日
（
金
） 

商
工
会
の
口
座
に
お
振
込
み
さ
れ
る
場

合
は
、
こ
ち
ら
の
口
座
へ
入
金
を
お
願

い
し
ま
す
。
振
込
手
数
料
は
会
員
様
の

ご
負
担
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
振
込
先
】 

銀 

行 

名 

第
四
北
越
銀
行
小
須
戸
支
店 

普
通
預
金 

〇
七
〇
〇
〇
六
九 

口
座
名
義 

小
須
戸
商
工
会 

 

商
工
会
・
青
色
申
告
会
に
よ
る 

決
算
申
告
相
談
会
の
ご
案
内 

商
工
会
費
の
納
入
の
お
願
い 


